
• SU薬で流通している薬剤のほとんどは左記の３剤
• 低⾎糖のリスク（グリベンクラミド＞グリクラジド）

【備蓄薬剤名】 【薬剤剤型】
グリクラジド錠 20/40
グリメピリド錠 0.5/1/3

• 左記２剤は備蓄薬としスイッチングは⾏わない
• 災害時は⾷事摂取量が減少することが予想されるため1/2〜2/3の量を⼼がける
• 剤型に関しては市場調査後に再評価

【⼀般名】 【代表的薬剤名】【薬剤剤型】
グリクラジド グリミクロン錠 20/40
グリメピリド アマリール 0.5/1/3
グリベンクラミド オイグルコン錠 1.25/2.5

グリベンクラミド グリクラジド錠
1.25mg/day ➡ 40mg/day
2.5mg/day ➡ 80mg/day

3.75mg/day以上 ➡ 120mg/day

• グリベンクラミドは低⾎糖のリスクが⾼いため災害時はグリクラジド錠
にスイッチ

• 処⽅量の設定は左記の対応表を参考に決定
• スイッチング量は低⾎糖を警戒し少な⽬に設定されている

• グリベンクラミド1.25mg錠＝グリクラジド40mg錠
• グリベンクラミド2.5mg錠＝グリクラジド80mg錠

スイッチング⽅式（SU薬①）
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【⼀般名】 【代表的薬剤名】 【薬剤剤型】
ピオグリタゾン塩酸塩・グリメピリド ソニアス配合錠ＬＤ LD
ピオグリタゾン塩酸塩・グリメピリド ソニアス配合錠ＨＤ HD

• インスリン抵抗性改善薬との合剤

ソニアス配合錠LD➡ グリメピリド錠1mg
ソニアス配合錠HD➡ グリメピリド錠3mg

【⼀般名】 【代表的薬剤名】 【薬剤剤型】
アセトヘキサミド ジメリン錠 250/500
グリクロピラミド デアメリンＳ錠 250
クロルプロパミド クロルプロパミド錠 250
トルブタミド トルブタミド錠 250/500

• 古い薬剤でありほとんど流通していない
• キードラッグになっている可能性も低い

• 上記薬剤は準休薬危険薬剤から削除

• SU薬単剤にスイッチ

スイッチング⽅式（SU薬②）
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【備蓄薬剤名】 【薬剤剤型】
グラルギンBS注 フレックスタッチ
トレシーバ注 フレックスタッチ

【⼀般名】 【代表的薬剤名】 【薬剤剤型】
インスリンアスパルト ノボラピッド30ミックス注 ペンフィル/フレックスペン
インスリンアスパルト ノボラピッド50ミックス注 フレックスペン
インスリンアスパルト ノボラピッド70ミックス注 フレックスペン
インスリンリスプロ ヒューマログミックス25注 カート/ミリオペン
インスリンリスプロ ヒューマログミックス50注 カート/ミリオペン
インスリンデグルデクアスパルト ライゾデグ配合注 フレックスタッチ

• ⾚字は先発薬、⻘字は後発品
• 基本的にIDDM患者に投与されることは無い製剤
• 災害時には持効型成分のみ補うスイッチング

【製剤名と使⽤単位】 【スイッチング製剤】 【％】
ノボラピッド30ミックス注（10単位） ➡ グラルギンBS注（7単位） 70%
ノボラピット50ミックス注（10単位） ➡ グラルギンBS注（5単位） 50%
ヒューマログミックス25注（8単位） ➡ グラルギンBS注（6単位） 75%
ライゾデグ配合注（10単位） ➡ トレシーバ注（7単位） 70%

（例）

スイッチング⽅式（混合インスリン製剤）
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実際のスイッチング（SU薬）

薬剤の卸量と薬価を考慮しスイッチング薬剤を決定
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